
  

故
郷
を
愛
し
、
芸
術
に
生
き
る
一
世
紀

 　
　
　
　
　
　
■
し
も
だ
て
美
術
館
拡
大
常
設
展
『
百
歳
記
念  

森
田
茂
展
』

森田茂『黒川能（得度）』昭和 59年（1984 年）

開館時間：午前１０時～午後６時（入館は午後５時３０分まで）／休館日：月曜日
入館料：一般（大学生以上）200 円・高校生以下無料　※３月28日（火）～ 30日（木）は無料開放

３月７日（火）～４月２日（日）

しもだて美術館
Shimodate Museum of Art
筑西市丙 372アルテリオ３階 TEL.0296-23-1601  ｈｔｔｐ：//www.city.chikusei.lg.jp/museum



森田  茂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もりた  しげる

真
壁
郡
下
館
町
本
城
町
（
現
・
筑
西

市
本
城
町
）
に
生
ま
れ
る
。

「
私
の
原
点
は
、
私
を
育
て
て
く
れ
た

下
館
に
あ
り
ま
す
。
羽
黒
神
社
の
お

祭
り
の
お
囃
子
の
音
色
、
下
館
の
ま

ち
な
み
、
筑
波
山
の
色
、
勤
行
川
の

川
面
の
輝
き
。
す
べ
て
が
私
が
絵
を

描
く
の
に
必
要
な
も
の
だ
っ
た
の
で

す
」

茨
城
県
師
範
学
校
本
科
第
２
部
（
現 

・
茨
城
大
学
）
を
卒
業
。
真
壁
郡
大

田
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
・
筑
西
市

立
大
田
小
学
校
）
の
教
員
と
な
る
。

熱
心
に
子
ど
も
た
ち
に
デ
ッ
サ
ン
を

教
え
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
『
デ
ッ
サ

ン
先
生
』
と
慕
わ
れ
る
。

「
純
真
な
生
徒
諸
君
と
過
ご
し
た
３
年

間
。
幸
福
な
私
の
出
発
点
で
し
た
」

第
３
回
白
牙
会
展
に『
静
物
』が
入
選
。

大
田
尋
常
高
等
小
学
校
を
退
職
。
画

家
を
志
し
上
京
。

熊
岡
洋
画
研
究
所
に
入
所
。

飛
騨
高
山
に
写
生
旅
行
。

第
１
回
東
光
展
に
『
白
衣
』
が
入
選
。

第
２
回
東
光
展
に
『
稽
古
』
が
入
選
、

『
稽
古
』
が
Ｋ
氏
奨
励
賞
受
賞
。
第
15

回
帝
展
に
『
神
楽
獅
子
の
親
子
』
が

初
入
選
。

第
１
回
大
東
会
絵
画
展
に
『
飛
騨
祭
』

が
入
選
。

文
部
省
美
術
展
覧
会
鑑
査
展
に
『
飛

騨
広
瀬
の
金
蔵
獅
子
』
が
入
選
。

東
光
会
会
員
と
な
る
。
第
２
回
新
文

展
で
『
金
蔵
獅
子
』
が
特
選
。

第
２
回
日
展
に『
阿
波
人
形
』が
入
選
。

東
光
会
委
員
（
昭
和
55
年
初
代
理
事

明
治
40
年
（
１
９
０
７
）

大
正
14
年
（
１
９
２
５
）

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）

昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）

昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）

昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）

昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）

昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）

昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）

昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）

100 歳を迎える今も芸術への熱意は衰えることはなく、ふるさと筑西を
思い、キャンバスに向かい続ける筑西市名誉市民の洋画家・森田茂先生
（文化勲章受章者）。しもだて美術館拡大常設展『百歳記念 森田茂展』（３
月７日～４月２日）の開催にあわせて、森田先生の軌跡を紹介します。

▲『静物』大正 15年（1926）

▲『壺と少年』昭和 28年（1953）
　  第９回日展

２



昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）

昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）

昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）

昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）

昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）

平
成
３
年
（
１
９
９
１
）

平
成
４
年
（
１
９
９
２
）

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）

平
成
15
年
（
２
０
０
３
）

現
在

長
）、
日
展
審
査
員
（
昭
和
37
年
評
議

員
、
46
年
理
事
、
50
年
監
事
、
52
年

常
務
理
事
、
57
年
顧
問
）

第
９
回
新
日
展
で
『
黒
川
能
』
が
文

部
大
臣
賞
受
賞
。

第
１
回
改
組
日
展
出
品
作
品
が
日
本

芸
術
院
賞
受
賞
。

『
森
田
茂
展
』（
下
館
市
中
央
公
民
館
）

開
催
。

日
本
芸
術
院
会
員
。

勲
三
等
瑞
宝
章
。

第
18
回
い
は
ら
き
賞
受
賞
。

『
森
田
茂
展　

そ
の
軌
跡
と
ふ
る
さ

と
』（
下
館
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

開
催
。「
自
分
の
絵
を
郷
里
に
残
し
た

い
」
と
、
下
館
市
に
油
彩
画
22
点
を

寄
贈
。

下
館
市
に
油
彩
画
11
点
、
デ
ッ
サ
ン

19
点
を
寄
贈
。

文
化
功
労
者
。

下
館
市
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー
プ
ン

記
念
『
郷
土
巨
匠
展
』
を
開
催
。

下
館
市
名
誉
市
民
に
推
挙
。

文
化
勲
章
受
章
。
茨
城
県
名
誉
県
民

に
推
挙
。

『
卒
寿
記
念　

森
田
茂
展
』（
下
館
市

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
）
開
催
。

『
豊
島
区
制
70
周
年
記
念
事
業　

名
誉

区
民
・
文
化
勲
章
受
章
洋
画
家
森
田

茂
展
』（
東
京
芸
術
劇
場
）
開
催
。『
下

館
市
制
50
周
年
・
し
も
だ
て
美
術
館

開
館
記
念
特
別
展　

森
田
茂
展
』（
し

も
だ
て
美
術
館
）
開
催
。

日
本
芸
術
院
会
員
・
日
展
顧
問
・
東

光
会
会
長

▲『装』昭和 36年（1961）
　  第４回新日展

▲『下館みこし祭』昭和 61年（1986）

▼

『
芸
妓
牡
丹
』
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）

　

  

第
２
回
改
組
日
展

▲

『
岩
礁
の
松
』
平
成
12
年
（
２
０
０
０
）

百歳記念  森田茂展３



き
る
よ
う
に
、
空
き
教
室
や
空
き
店

舗
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
規
制
を

緩
和
し
ま
す
。

　

  

手
続
き
や
基
準
を
透
明
化
・

　

  

明
確
化
し
ま
す
。

　

支
援
の
必
要
度
合
い
に
応
じ
て

サ
ー
ビ
ス
が
公
平
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
利
用
に
関
す
る
手
続
き
や
基

準
を
透
明
化
・
明
確
化
し
ま
す
。

　

  

サ
ー
ビ
ス
費
用
を
み
ん
な
で
支

　

  

え
合
い
ま
す
（
原
則
と
し
て
費

　

  

用
の
１
割
負
担
）

　

障
害
者
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
利

用
し
た
場
合
に
、
食
費
な
ど
の
実
費

負
担
や
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
量
な

ど
や
所
得
に
応
じ
た
公
平
な
利
用
者

負
担
と
な
り
ま
す
。（
適
切
な
経
過
措

置
が
設
け
ら
れ
ま
す
）

■
詳
し
く
は

市
障
害
福
祉
課
更
生
支
援
係
ま
で

内
線　

２
２
５

　

  

障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

　

  

一
元
化
し
ま
す

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
を
市
に
一
元

化
。
障
害
の
種
類
（
身
体
障
害
、
知

的
障
害
、
精
神
障
害
）
に
か
か
わ
ら

ず
障
害
者
の
自
立
を
目
的
と
し
た
共

通
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
共
通
の
制
度

に
よ
り
提
供
し
ま
す
。

　

  

障
害
者
が
も
っ
と
働
け
る

　

  

社
会
に
し
ま
す

　

一
般
就
労
に
移
行
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
事
業
を
創
設
す
る
な
ど
、

働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
障
害
者
が

企
業
な
ど
で
働
け
る
よ
う
に
福
祉
の

面
か
ら
支
援
し
ま
す
。

　

  

地
域
の
限
ら
れ
た
社
会

　

  

資
源
を
活
用
で
き
る
よ
う

　

  

に
規
制
緩
和
し
ま
す

　

市
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
障
害

者
福
祉
に
取
り
組
み
、
障
害
者
が
身

近
な
と
こ
ろ
で
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

複雑に組み合わさっていた福祉サービスがひとつになり、総合的に
障害者の地域での自立した生活を支援します。

※障害児の施設サービスについて
は 10 月より措置制度から契約制
度に変わります。

４障害者自立支援法

ど
の
障
害
者
も
同
じ
制
度
の
も

と
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
は
じ
ま
り
ま
す

＊＊＊

＊＊

新しいサービスのしくみ

　

現
在
、
障
害
者
は
３
つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ
、
障
害
の
種
類
や
年
齢
に

応
じ
て
受
け
ら
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
成
立
に
よ
り
、
ど
の
障
害
の
人
も
共
通
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
地
域
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。



　      

　

■文化財防火デーにあわせて防災訓練

　

　 『文化財防火デー』の１月２２日、中舘の観音
寺で、市や下館消防署、消防団、地元自治会な
どが参加し、防災訓練を実施。地域住民が見守
る中、前日から降り積もった雪が残る本堂の前で、
本番さながらの消火訓練などを行いました。
■講演会・男女共同参画社会をめざして

　１月29日、スピカ６階の市コミュニティプラザ
を会場に、映画『釣りバカ日誌』などの監督と
して知られる栗山富夫さんを講師に迎え、講演
会 『男女共同参画社会をめざして』を開催しま
した。また併せて、小中学生を対象とした『男
女共同参画社会に関する作文コンクール』の最
優秀賞受賞者が、受賞作品の朗読を行いました。
■筑西幹線道路・鬼怒川新橋（仮称）起工式

　２月７日、関本中の鬼怒川河川敷で、筑西幹
線道路下館三和線の鬼怒川新橋（仮称）の起
工式を開催。橋本昌茨城県知事や冨山省三筑
西市長など関係者約 100 人が参加しました。鬼
怒川新橋を含む筑西幹線道路の早期整備により、
広域的な交通ネットワークの強化が期待されます。

市政メモ５

障害福祉サービスの利用のしかた

サービスを利用すると、費用の１割を支払います。ただし、所
得に応じて上限が決められていて、負担が重くなりすぎないよ
うになっています。残りの９割は市・県・国が負担するしくみです。

サービスを利用したときの費用



園
児
が
豆
ま
き
「
福
は
内
」

　

１
月
29
日
、
黒
子
の
千せ

ん

妙み
ょ
う

寺じ

で
、『
黒
子
ま
ち
・
節
分
祭
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
主
催
し
た
の
は
、
黒
子
ま
ち
・
節
分
祭
実
行
委
員
会
。
戦

後
途
絶
え
て
い
た
伝
統
行
事
を
、
地
域
の
活
性
化
や
文
化
継
承
な
ど
を

目
的
と
し
て
再
興
し
た
も
の
で
、今
年
で
９
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

暖
か
な
日
差
し
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
物
産
展
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

わがまち筑西 語るべコンクール

恒
例
の
黒
子
ま
ち
・
節
分
祭 　
　
　

ふるさとへの思いを大いに語る

　１月24日、下館商工会議所による創立 50
周年記念事業『私の主張 第３回わがまち
筑西 語るべコンクール』が、市コミュニティ
プラザで開催されました。筑西を愛する発
表者６人が『明日の筑西を考える』というテー
マに沿い、市の将来像やまちづくりなどにつ
いて熱く主張。最優秀賞には、常陸秋ソバ
や酒米『五百万石』の生産・流通を通じ
て感じた情報発信の重要性などを説いた、
川
かわ

田
た

誠
せい

一
いち

さん（56 歳・西
にし

方
ほう

）が選ばれました。

ト
な
ど
も
開
か
れ
た
境
内

は
、
家
族
連
れ
な
ど
で
大

賑
わ
い
。
無
病
息
災
を
願

う
護
摩
祈
祷
が
行
わ
れ
た

後
、
市
立
関
城
幼
稚
園
の

園
児
や
年
男
な
ど
が
、「
福

は
内
、
鬼
は
外
」
の
声
と

と
も
に
豆
を
ま
き
始
め
る

と
、
少
し
で
も
多
く
の
福

を
招
き
入
れ
よ
う
と
す
る

人
た
ち
が
、
競
い
あ
う
よ

う
に
そ
の
豆
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
和
太
鼓
の
演

奏
や
園
児
た
ち
に
よ
る

『
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
』
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

金井町の淡
あわしま

島神社
針供養祭り

　２月８日、金井町自治会により恒例の
針供養祭が開かれました。この祭は、日
ごろ使っている針に感謝し、折れたり使
い古した針を柔らかい豆腐などに刺して
供養したり、裁縫等の上達を願う祭りで
江戸時代初期からはじまりました。祭り
に参加した武井こと（大町）さんは「以
前は、和裁学校の着物姿の生徒さんたち
が国道 50 号から神社まで列をつくるほ
どでした」と昔を懐かしんでいました。

６まちの話題



■松本哲男展  〔併催：板谷波山と近現代の陶芸〕
　前期３月２６日(日)まで
　後期３月２８日(火 )～５月７日(日)まで　月曜休館
　佐野市立吉澤記念美術館〔佐野市 TEL0283(86)2008〕
　入場料＝一般500円　高大生300円　小中生100円
■歴史浪漫 源平の時代展
　３月21日( 祝 )まで　※３月６日(月 )は休館
　茨城県近代美術館 〔水戸市 TEL029(243)5111〕
　入場料＝一般830円　高大生580円　小中生350円
■特別展 浅原コレクション 日本人形の美と幻想
　3月29日( 水 )まで
　茨城県立歴史館〔水戸市 TEL029(225)4425〕
　入場料＝一般580円　高大生300円　小中生150円
　同時開催＝一橋徳川家のひなまつり
■人間の未来へ ダークサイドからの逃走
　5月７日(日)まで　月曜休館

　水戸芸術館〔水戸市 TEL029(227)8111〕
　入場料＝一般 800円　中学生以下・６５歳以上無料
■中丸三千繪 ソプラノ・リサイタル
　４月22日( 土 ) 午後５時開演
　結城市民文化センターアクロス 〔結城市TEL(33)2001〕
　入場料＝Ｓ席 7,000円　Ａ席 6,000円 
              （学生は各 1,000円引）
■五木ひろし スペシャルコンサート2006
　5月15日(月 )
　①午後２時 30分開演　②午後６時 30分開演
　茨城県立県民文化センター〔水戸市 TEL029(241)1166〕
　入場料＝Ｓ席 7,000円
■ジョージ・ウィンストン　ジャパン・ツアー2006
　６月４日（日）午後２時開演　
　栃木県総合文化センター〔宇都宮市 TEL028(643)1010〕
　入場料＝全席指定６,000円　

おでかけガイド 広域情報

１歳のお誕生おめでとう

白井 康聖くん
3 月 2日生（樋口）

川野 みづ紀ちゃん
3 月 7日生（女方）

杉山 美咲ちゃん
3 月 6日生（小栗）

上村 依楓ちゃん
3月5日生（市野辺）

板谷 花音ちゃん
3 月 5日生（南町）

中山 信繁くん
3 月 3日生（岡芹）

大畑 愛実ちゃん
3 月 3日生（稲荷）

粟野 絢心くん
3月18日生（藤ケ谷）

福島 万尋ちゃん
3 月 16日生（清水）

長須 浬くん
3 月 16 日生（徳持）

堀江 菜々美ちゃん
3 月 12日生（榎生）

菊次 萌花ちゃん
3 月 12日生（布川）

古橋 勇征くん
3月9日生（二木成）

菅原 大夢くん
3 月 9日生（玉戸）

菊池 裕美ちゃん
3 月 24日生（岡芹）

田山 秦くん
3 月 23日生（玉戸）

大塚 陸斗くん
3 月 28日生（栄町）

冨田 弥生ちゃん
3 月 26日生（折本）

竹内 蓮くん
3月22日生（関本中）

西村 葵くん
3 月 19日生（押尾）

高野 蒼大くん
3月18日生（みどり町）

安藤 翼くん
3月31日生（市野辺）

千葉 琢磨くん
3月30日生（下中山）

大島 颯弥華ちゃん
3月30日生（上平塚）

池田 蒼生くん
3 月 30日生（藤ケ谷）

平成 17年５月生まれのお子さんの写
真を募集しています。写真の裏面に、
①お子さんの氏名・生年月日・性別、
②保護者の氏名・郵便番号・住所・電
話番号を明記のうえ、３月 31日（金）
までに市広報広聴課広報係へ。応募
者多数の場合は抽選といたします。

海老澤 綾乃ちゃん
3 月 31日生（松原）

おでかけガイド／わが家のアイドル７



お
た
よ
り

日ごろ暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。市広報広聴課へ。

歩
き
方
を
見
直
そ
う

６年生が描くわたしの夢、このまちの未来。
マイ・ドリーム

嘉
田
生
崎
小
学
校世

界
の
誰
も
が
知
っ
て
い

る
よ
う
な
美
容
師
に
な
り

た
い
。
障
害
の
あ
る
人
も

誰
も
が
住
み
よ
い
福
祉
優

先
の
ま
ち
に
し
た
い
な
。

大
おお

武
たけ

　利
り

帆
ほ

看
護
師
に
な
っ
て
、
病
気

や
け
が
を
し
た
人
を
看
護

し
て
あ
げ
た
い
。
筑
西
市

全
体
を
明
る
く
て
元
気
の

あ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

大
おお

島
しま

　崚
りょう

祐
すけ

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
っ
て
自

分
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
服
を

た
く
さ
ん
の
人
に
着
て
ほ

し
い
。
明
る
く
に
ぎ
や
か

な
ま
ち
に
し
た
い
な
。

鶴
つる

見
み

　仁
ひと

美
み

柔
道
選
手
に
な
っ
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
。
だ

れ
も
が
優
し
い
心
の
持
て

る
ま
ち
に
し
た
い
。

青
あお

木
き

　大
たか

志
し

作
家
に
な
っ
て
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
多
く
の
人
が

楽
し
め
る
話
を
作
り
た
い
。

緑
い
っ
ぱ
い
の
住
み
心
地

良
い
ま
ち
に
し
た
い
な
。

大
おお

武
たけ

　亜
あ

也
や

伽
か

長
讃
小
学
校人

の
た
め
に
働
き
、
人
に

優
し
く
で
き
る
国
に
し

た
い
。
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、

他
の
国
の
人
に
も
優
し
く

で
き
る
ま
ち
に
し
た
い
。

小
お

島
じま

　知
とも

貴
き

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
人
の
心
の
悩

み
を
聞
き
、
一
緒
に
解
決

し
て
あ
げ
た
い
。
元
気
に

な
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
な
。

小
お

島
じま

　愛
あい

里
り

研
究
者
に
な
っ
て
、
世
界

が
平
和
に
な
る
た
め
の
も

の
を
発
明
し
た
い
。
笑
顔

が
た
く
さ
ん
あ
ふ
れ
る
幸

せ
な
ま
ち
に
し
た
い
。

舘
たて

野
の

　政
まさ

哉
や

絵
本
作
家
に
な
っ
て
、
世

界
中
の
人
々
に
命
の
大
切

さ
を
伝
え
た
い
な
。
心
の

き
れ
い
な
人
が
た
く
さ
ん

い
る
ま
ち
に
し
た
い
な
。

外
と

山
やま

　亜
あ

理
り

沙
さ

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
っ
て
世

界
中
を
飛
び
回
り
、
家
族

を
世
界
一
周
旅
行
に
連
れ

て
行
き
た
い
。
飛
行
場
の

あ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

水
みず

柿
がき

　達
たつ

弥
や

８マイ・ドリーム／おたより

　

筑
西
市
の
高
齢
化
率
は
20
・
４
％

（
平
成
17
年
７
月
現
在
）、
５
人
に
１

人
が
65
歳
以
上
。
高
齢
者
が
車
い
す

依
存
、
あ
る
い
は
要
介
護
状
態
に
陥

る
主
因
は
脳
卒
中
、
次
い
で
転
倒
に

よ
る
骨
折
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
転
倒
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。
足
が
上
が
っ
て
な
い
か
ら
で
す
。

前
に
出
し
た
足
の
爪つ

ま
さ
き先

が
上
が
っ
て

い
れ
ば
つ
ま
づ
き
は
防
げ
る
の
で
す
。

身
体
の
筋
肉
の
70
％
は
脚
に
付
い
て

脊
柱
、骨
盤
を
支
え
て
い
ま
す
。
坐
っ

て
寄
り
か
か
る
椅
子
生
活
な
ど
で
姿

勢
も
悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ま
す
が
、
姿
勢
や
歩
き
方
が

悪
い
と
上
体
を
支
え
る
に
必
要
な

脚
の
筋
肉
は
衰
え
ま
す
。
歩
け
ば
余

分
な
脂
肪
を
燃
焼
す
る
の
で
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、

た
だ
歩
い
て
い
る
だ
け
で
は
、
筋
力

低
下
は
防
げ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
腰
が

落
ち
、膝ひ

ざ

が
曲
が
り
、摺す

り
足
に
な
っ

て
転
倒
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ

た
先
人
が
自
然
に
身
に
つ
け
て
き

た
本
来
の
歩
き
方
「
背
筋
を
伸
ば

し
、
爪
先
上
げ
・
踵か

か
と

着
地
」
を
見
習
い
、

習
慣
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　

鳥
生
厚
夫
（
藤
ヶ
谷
）



人 ひと

　２月 11 日、辻集落の稲荷神社境内
で市指定の無形民俗文化財『火渉』
が行われました。薪

まき

や粗
そ だ

朶を人の背
丈ほどに積み上げ、神

しんせん

饌を供えてか
ら、修験者が四方から点火。十分に
火が回ってから崩して、修験者に続
き、子どもからお年寄りまで燃え残
る薪の上を裸足で渡ります。本年も
たくさんの人が訪れ無病息災を祈り
ました。

無病息災を願い
辻集落で『火

か

渉
しょう

』

スナップ

スナップ／人９

「
賞
を
も
ら
え
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
優
秀
賞
に
な
っ
た
と
聞
い
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
」
と

笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
第
24
回
『
心

に
残
る
医
療
』
体
験
記
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催

＝
日
本
医
師
会
・
読
売
新
聞
社
）
小
学
生
の

部
で
優
秀
賞
に
輝
い
た
、
大
田
小
学
校
４
年

の
山
中
亜
弥
奈
さ
ん
。
山
中
さ
ん
は
、
３
年

生
の
時
に
大
腿
骨
の
病
気
に
か
か
り
、
そ
の

後
、
手
術
と
半
年
以
上
に
お
よ
ぶ
入
院
、
車

イ
ス
で
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。
医
師
や

看
護
師
、
と
も
に
入
院
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
そ
の
中
で
感
じ
た
こ

と
な
ど
を『
病
気
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
』

と
題
し
て
綴
っ
た
の
が
、
受
賞
作
品
で
す
。

「
ま
だ
全
力
で
走
れ
な
い
け
れ
ど
、
縄
跳
び

も
で
き
る
し
、
体
育
の
時
間
も
出
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
手
術
し
た
の
は
３
年
生

の
夏
休
み
。
少
し
怖
か
っ
た
け
れ
ど
、
手
術

が
終
わ
っ
て
１
人
で
病
室
に
い
た
時
、
看
護

師
さ
ん
が
一
緒
に
ト
ラ
ン
プ
で
遊
ん
で
く

れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
入
院
し
て

　山
やま

中
なか

  亜
あ

弥
や

奈
な

さん（玉
たま

戸
ど

）

「
優
し
く
し
て
く
れ
た
看
護
師
の
よ
う
に
な
り
た
い
」

『
心
に
残
る
医
療
』
体
験
記
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

い
た
病
院
に
は
同
じ
く
ら

い
の
年
の
子
ど
も
が
何
人

も
い
て
、
仲
良
く
な
り
ま

し
た
。
先
生
や
病
院
の
友

達
と
一
緒
に
交
番
や
消
防

署
を
見
学
し
た
り
、
ご
飯

を
食
べ
に
行
っ
た
り
し
た

こ
と
が
楽
し
か
っ
た
。
先

生
も
看
護
師
さ
ん
も
優
し

く
て
、
勉
強
や
遊
び
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も

将
来
は
看
護
師
に
な
っ
て
、

病
気
の
人
の
世
話
を
し
た

り
、
優
し
く
接
し
て
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
」。



河
間
地
区
の
取
り
組
み

■
児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策

　

筑
西
市
は
、
建
設
計
画
の
中
で
市
の
将
来
像

を
『
人
と
自
然
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
文

化
都
市
』
と
し
、
施
策
の
大
綱
で
も
『
安
全
で

快
適
に
暮
せ
る
ま
ち
』
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
む
河
間
地
区
が
あ
る
旧
下
館
市
で
は
、

平
成
16
年
、
小
中
学
校
長
に
よ
っ
て
組
織
す
る

校
長
会
と
市
教
育
委
員
会
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、

『
地
域
子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
が
発
足
。

合
併
後
は
筑
西
市
全
体
に
範
囲
を
拡
大
し
、
現

在
２
，４
７
３
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
児
童
・
生
徒

の
登
下
校
中
の
見
守
り
と
声
か
け
、
あ
い
さ
つ

運
動
推
進
、
学
校
周
辺
や
子
ど
も
た
ち
の
集
ま

る
広
場
周
辺
の
巡
回
な
ど
。
大
勢
で
一
緒
に
見

回
り
を
す
る
の
で
は
な
く
、
会
員
の
都
合
に
あ

わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
で
き
る
時
間
に
取

り
組
ん
で
も
ら
う
形
態
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

視
覚
効
果
を
狙
い
、
活
動
中
は
貸
与
さ
れ
た
黄

色
い
帽
子
（
写
真
上
）
を
着
用
。
各
学
校
で
は
、

１
人
で
も
多
く
の
人
に
協
力
を
い
た
だ
き
た
い

と
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
小
学
生
６
，

６
５
９
人
に
、
子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
い
小

冊
子
『
安
全
で
安
心
な
毎
日
の
た
め
に
』
を
配

布
し
た
り
、『
き
み
と
わ
た
し
を
守
る
家
（
子

ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
）』
の
設
置
、『
不

審
者
に
対
す
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
』
な
ど
を
実

施
。
市
民
安
全
課
で
は
、
各
学
校
や
地
域
に
お

い
て
『
防
犯
教
室
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
教
育
委
員
会
と
市
民
安
全
課
が
連
携
し
、

『
み
ん
な
に
と
っ
て
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
』
市
民
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
市
と
し
て

積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
安
全
に
対
す
る
市
の
取
り
組
み

を
受
け
た
河
間
地
区
で
は
、
河
間
地
区
自
治
会

連
合
会
長
、
防
犯
協
会
河
間
分
会
長
、
交
通
安

筑
西
市
に
よ
る
取
り
組
み

『
地
域
の
ち
か
ら
』

で
、

子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

　

次
々
と
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
件
・
事
故
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
賑

わ
し
、何
が
起
こ
る
か
予
想
の
で
き
な
い
現
代
。
学
校
に
お
い
て
も
児
童
・

生
徒
が
被
害
者
と
な
る
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
て
い
る
こ
と
に
、
私
自

身
、
子
を
持
つ
母
と
し
て
胸
を
痛
め
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
登
下
校
の

時
間
に
地
域
住
民
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
た
り
、
巡
回
す
る
取
り
込

み
が
全
国
で
行
わ
れ
始
め
て
お
り
、
筑
西
市
で
も
、
子
ど
も
を
守
る
た

め
の
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
全
体
と
し
て
の
取
り
組

み
、
そ
し
て
私
の
地
元
・
河
間
地
区
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

10



古
こ

幡
ばた

  典
のり

子
こ

さん（羽
は

方
がた

）

■このコーナーを担当したのは

▲

下
校
す
る
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
る

地
域
子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
。

全
協
会
河
間
分
会
長
、
青
少
年
育
成
市
民
の
会

河
間
地
区
長
、
河
間
小
学
校
長
の
呼
び
か
け
に

よ
り
、昨
年
８
月
、『
河
間
地
区
安
全
対
策
会
議
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

河
間
小
学
校
を
会
場
に
、
自
治
会
の
代
表
者

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
の
関
係
者
、
地
域

住
民
な
ど
94
人
が
出
席
。
熱
心
に
会
議
が
進
め

ら
れ
「
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
ろ
う
」、「
安
全
の
確
保
に
は
何
が
必
要
か
」、

「
住
民
１
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
な
ど
、
参
加
者

全
員
で
安
全
対
策
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
９
月
か
ら
、
防
犯
協
会
河
間
分

会
が
毎
週
３
回
、
青
少
年
育
成
市
民
の
会
河
間

地
区
が
毎
週
１
回
、
児
童
の
下
校
時
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
に
。
ま
た
、
河
間
地

区
で
『
子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
に
登
録

さ
れ
て
い
る
１
３
４
人
に
対
し
、
自
宅
近
く
で

児
童
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
と
の
呼

び
か
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
切
な
河
間
の
子

ど
も
た
ち
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
と
い
う
、
温
か

い
気
持
ち
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
会
議
で
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
、
親
で
あ
る
私
た
ち
に
も
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
１
月
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
に
よ
る
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
下
校
時

の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
、
自
分
た
ち
の
車
を
運
転
す

る
時
、
目
立
つ
所
に
『
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
』
と

書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
つ
け
て
周
囲
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
活
動
で
す
。
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
毎

週
２
回
、
３
時
か
ら
５
時
ま
で
。
３
人
１
組
の

当
番
制
で
、腕
章
を
つ
け
、車
に『
校
外
指
導
車
』

（
10
ペ
ー
ジ
写
真
下
）
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ

て
、
河
間
地
区
全
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。「
実
際
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま

で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
『
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
の
危
険
な
場
所
』
が
発
見
で
き
た
」
と
い
う
、

参
加
者
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
18
年

度
か
ら
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
だ
け
で
な
く
、
全
保

護
者
に
協
力
を
呼
び
か
け
る
方
向
で
、
現
在
、

話
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
間
地
区
の
住

民
全
員
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
、
河
間
地
区
に
あ
る
12
の
自
治

会
で
そ
れ
ぞ
れ
懇
談
会
を
開
い
て
い

た
だ
き
、
そ
の
場
に
青
少
年
育
成
市

民
の
会
河
間
地
区
役
員
と
学
校
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
が
出
席
し
て
、
協
力
の
依

頼
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
３
月
２
日
に
は
、
河
間
小

学
校
に
『
子
ど
も
の
危
険
回
避
研
究

所
』
の
西
江
麻
由
美
副
所
長
を
招
き
、

『
親
子
防
犯
教
室
』
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
犯
罪
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
、「
危
険
な
場
所
っ
て
ど
ん
な
所

だ
ろ
う
」
な
ど
と
親
子
で
考
え
た
り
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
護
身

術
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
守
ら
れ

て
い
る
子
供
た
ち
の
安
全
。
私
も
こ

の
地
区
に
住
む
親
と
し
て
、
住
民
の

１
人
と
し
て
、
今
後
も
様
々
な
活
動

に
か
か
わ
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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目

金  　

額

田

　

２
２
，０
０
０
円

畑

　
　

７
，０
０
０
円

※
平
成
18
年
４
月
〜
平
成
21
年
３
月
ま
で
の

３
年
間
の
金
額
で
す
。

　

平
成
18
年
度
の
加
入
手
続
き
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
会
費
を
添
え
て
市
役
所
、
川
島

出
張
所
、
各
支
所
窓
口
へ
（
加
入
チ
ラ
シ
と

申
込
書
は
各
窓
口
に
あ
り
ま
す
）
▼
会
費
＝

大
人
９
０
０
円
・
中
学
生
以
下
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
安
全
課
交
通
安
全
係

　

内
線
２
４
３
・
２
５
２

　

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破
裂
に
よ
る
死
傷

事
故
が
多
発
し
て
る
た
め
回
収
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

▼
場
所
＝
下
館
消
防
署
（
直
井
）

※
回
収
場
所
は
下
館
消
防
署
の
み
で
す
。

▼
費
用
＝
粉
末
Ａ
Ｂ
Ｃ
消
火
器
１
本
８
０
０
円
〜

■
問
い
合
わ
せ

　

下
館
消
防
署　

TEL
　

24
　

４
５
０
４

▼
日
時
＝
３
月
24
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

（
時
間
厳
守
）　

▼
場
所
＝
市
立
下
館
総
合
体

育
館
研
修
室　

▼
内
容
＝
４
・
５
月
分
の
日

程
調
整　

▼
持
参
品
＝
筆
記
具
・
代
表
者
印
・

登
録
申
請
書

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
下
館
総
合
体
育
館

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

TEL
　

28
　

５
０
４
０

▼
日
時
＝
３
月
９
日
（
木
）
午
後
７
時

▼
場
所
＝
市
関
城
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

▼
対
象
＝
関
城
地
区
内
の
社
会
体
育
施
設

（
学
校
体
育
施
設
含
む
）
を
、
定
期
的
に
利

用
し
た
い
団
体
の
代
表
者　

▼
内
容
＝
①
利

用
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項
②
定
期
利
用
の

調
整
（
４
月
〜
９
月
）
③
そ
の
他
▼
注
意
事

項
＝
こ
の
会
議
に
出
席
し
な
い
と
定
期
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。（
代
理
出
席
可
）

■
問
い
合
わ
せ

　

市
教
育
委
員
会
関
城
分
室
（
関
城
体
育
館

　

内
）ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

TEL
　

37
　

６
０
４
９

▼
日
時
＝
３
月
10
日
（
金
）
午
後
７
時
30
分

〜　

▼
場
所
＝
明
野
公
民
館
研
修
室　

▼
対

象
＝
４
月
１
日
（
土
）
〜
９
月
30
日
（
土
）

ま
で
明
野
地
区
内
の
小
・
中
学
校
体
育
施
設

を
定
期
的
に
利
用
し
た
い
団
体
の
代
表
者　

▼
内
容
＝
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
、

定
期
利
用
の
調
整
（
４
月
〜
９
月
分
）　

▼

注
意
事
項
＝
こ
の
会
議
に
出
席
し
な
い
と
定

期
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。（
代
理
出
席
可
）

■
問
い
合
わ
せ

　

市
教
育
委
員
会
明
野
分
室
（
明
野
公
民
館

　

内
）
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

TEL
　

52
　

５
３
３
３

　
※
駅
周
辺
を『
自
転
車
等
の
放
置
防
止
条
例
』

が
同
時
に
施
行
と
な
り
ま
す
。
左
上
図
の
車

道
・
歩
道
等
に
放
置
す
る
と
、
撤
去
さ
れ
ま

標
準
小
作
料
の
改
定

平
成
18
年
度
農
業
労
働
力
賃
金

県
民
交
通
災
害
共
済
加
入
手
続
き

下
館
地
区
学
校
体
育
施
設
開
放

利
用
団
体
調
整
会
議

明
野
地
区
学
校
体
育
施
設
開
放

利
用
団
体
調
整
会
議

老
朽
消
火
器
回
収

関
城
地
区
体
育
施
設
開
放

利
用
団
体
調
整
会
議

４月１日から、下館駅北・南口自転車駐車場を
利用する場合、使用料がかかります。（単位：円）

区　分
定　期　使　用 一時使用

１回１か月 ３か月 ６か月

一　般
自転車 1,580 4,180 8,360 110

原付
自動二輪車 1,890 5,000 9,990 160

学生等
自転車 1,050 2,730 5,460 110

原付
自動二輪車 1,580 4,200 8,400 160

▼定期使用の申し込み＝北口自転車駐車場管理事
務所で、３月１日（水）より受付（使用料の受け
渡しは、指定管理者に委託してあります）

自
転
車
駐
車
場
が
有
料
に



筑西市誕生記念応援団事業

13

■
問
い
合
わ
せ　

明
野
高
校
吹
奏
楽
部

　

顧
問　

藤
曲
和
摩　

TEL
　

52
　

３
１
２
１

▼
日
時
＝
３
月
19
日
（
日
）
開
演
午
後
２
時

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
（
し
も
だ
て
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
）　

▼
入
場
無
料　

▼
曲
目
＝
お
も

ち
ゃ
の
交
響
曲
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
、
そ
の
他

■
問
い
合
わ
せ　

下
館
Ｙ
Ｓ
Ｏ
協
力
会

　

田
沼　

TEL
　

22
　

３
７
８
９

▼
日
時
＝
３
月
19
日
（
日
）
午
後
２
時
〜　

▼
場
所
＝
市
立
明
野
公
民
館
『
イ
ル
・
ブ
リ

ラ
ン
テ
』
▼
内
容
＝
筑
西
市
の
音
楽
愛
好
家

が
集
い
、
オ
ペ
ラ
を
公
演
（
市
民
オ
ペ
ラ
）

▼
主
催
＝
筑
西
シ
テ
ィ
・
オ
ペ
ラ

■
問
い
合
わ
せ

　

明
野
公
民
館　

TEL
　

52
　

５
３
３
３　

▼
日
時
＝
３
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正

午　

▼
場
所
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
２

階　

▼
参
加
者
＝
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

▼
会
費
＝
大
人
の
み
１
０
０
円
（
賞
品
代
）

▼
内
容
＝
全
個
人
戦
、
成
績
に
よ
り
賞
品　

ル
ー
ル
は
市
老
人
会
大
会
に
準
ず
る
。
▼
申

し
込
み
＝
当
日
受
付　

■
問
い
合
わ
せ

　

下
館
輪
投
げ
の
会
（
五
所
公
民
館
内
）　

　

代
表　

大
和
田　

TEL
　

22
　

６
１
３
０

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
安
全
課
交
通
安
全
係

　

内
線　
　

２
４
３
・
２
５
２

▼
日
時
＝
３
月
５
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
午

後
４
時
（
営
業
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
９

時
）　

▼
場
所
＝
筑
西
遊
湯
館　

▼
内
容
＝

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
大
抽
選
会
、
手
打
ち
そ
ば

実
演
販
売
、
よ
ー
よ
ー
つ
り
、
地
域
物
産
展

（
野
菜
の
即
売
な
ど
）、
駄
菓
子
つ
か
み
取
り

（
小
学
生
以
下
に
限
定
）、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ

サ
ー
ジ
（
45
分
コ
ー
ス
４
，３
０
０
円
↓
３
，

５
０
０
円
）　

▼
入
館
料
＝
別
途
必
要　

▼
日
時
＝
３
月
26
日
（
日
）
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
３
時
（
営
業
時
間
は
午
前
10
時
〜
午

後
９
時
）　

▼
場
所
＝
筑
西
遊
湯
館
・
大
広

間　

▼
内
容
＝
舞
踊
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ウ
ク

レ
レ
な
ど
の
発
表　

▼
入
館
料
＝
別
途
必
要

※
開
催
時
間
は
、
多
少
変
更
の
場
合
あ
り

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
遊
湯
館　

TEL
　

33
　

５
１
５
１

▼
日
時
＝
３
月
19
日
（
日
）
受
付
９
時

〜
ス
タ
ー
ト
10
時　

▼
集
合
場
所
＝
筑

西
市
役
所
玄
関
前　

▼
コ
ー
ス
①
本
庁

舎
〜
県
西
総
合
公
園
（
協
和
）
〜
小
貝

川
堤
（
明
野
）
〜
黒
子
橋
（
関
城
）
〜

旭
が
丘
〜
勤
行
川
堤
〜
ア
ル
テ
リ
オ

（
約
20
㎞
）　

②
本
庁
舎
〜
勤
行
川
堤
〜

葦
間
山
古
墳
〜
ア
ル
テ
リ
オ
（
７
㎞
）

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円　

▼
申
し
込
み

＝
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電
話
・

年
齢
を
明
記
の
う
え
、３
月
15
日
（
水
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

▼
後
援
＝
市
・
市
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
３
０
８　

０
１
１
２　

筑
西
市
藤
ヶ

谷
１
１
５
８　

２　

筑
西
市
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
（
事
務
局
）

鳥
生
厚
夫　

TEL
・
FAX
　

20
　

３
３
８
６

　

▼
日
時
＝
３
月
16
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
前
ま
ち
か
ど
広
場

▼
内
容
＝
味
噌
・
花
・
手
作
り
小
物
・
採
り

立
て
野
菜
な
ど
の
即
売

■
問
い
合
わ
せ　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

　

タ
ー　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

▼
日
時
＝
３
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜　

▼
場
所
＝
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

ペ
ア
ー
ノ　

▼
内
容
＝
ア
ニ
メ
『
あ
し
た
元

気
に
な
ー
れ
！
』
〜
半
分
の
さ
つ
ま
い
も
〜

▼
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
管
理
係

　

内
線
３
３
３

▼
日
時
＝
３
月
26
日
（
日
）
開
場
午
後
１
時

30
分　

開
演
２
時　

▼
場
所
＝
結
城
市
民
セ

ン
タ
ー
・
ア
ク
ロ
ス
大
ホ
ー
ル　

▼
内
容
＝

平
成
18
年
度
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲『
ト
ト
ロ
』

他　

▼
主
催
・
演
奏
＝
関
城
吹
奏
楽
団　

▼

入
場
料
＝
前
売
６
０
０
円　

当
日
８
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

関
城
吹
奏
楽
団

　

代
表　

秋
山　

TEL
　

37
　

５
８
５
９

▼
日
時
＝
３
月
26
日
（
日
）
開
場
午
後
１
時

30
分　

開
演
２
時　

演
奏
時
間
２
時
間　

▼

場
所
＝
市
立
明
野
公
民
館
『
イ
ル
・
ブ
リ
ラ

ン
テ
』　

▼
入
場
無
料　

▼
ゲ
ス
ト
＝
原
進

氏
（
吹
奏
楽
指
導
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
）

親
と
子
で
平
和
を
考
え
る

市
民
映
画
会

筑
西
遊
湯
館
よ
り
お
知
ら
せ

【
第
４
回
ゆ
う
ゆ
ま
つ
り
】

【
第
５
回
芸
能
発
表
会
】

関
城
吹
奏
楽
団

第
10
回
記
念
定
期
演
奏
会

明
野
高
校
吹
奏
楽
部
第
２
回
春
季

演
奏
会

日
用
品
即
売
会・筑
西
市
生
活
学
校

市
民
交
流
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

５
回
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
メ
イ
ン
大
会

下
館
Ｙ
Ｓ
Ｏ
定
期
演
奏
会

春
弥
生
市
民
交
流
輪
投
げ
大
会

喜
歌
劇
『
こ
う
も
り
』
公
演

筑
西
市
誕
生
記
念
応
援
団
事
業
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者
＝
視
覚
障
害
者
、
寝
た
き
り
の
人
、
視
力

の
落
ち
た
高
齢
者
の
人
な
ど
。  

テ
ー
プ
は

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
無
料
貸
出

■
問
い
合
わ
せ

　

野
ば
ら
の
会　

小
薬　

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
テ
ー
マ
＝
気
づ
い
て
ま
す
か
？
子
ど
も
の

サ
イ
ン　

▼
日
時
＝
３
月
16
日
（
木
）
中
央

図
書
館
和
室　

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

▼
講
師
＝
ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協

会　

平
石
喜
美
子　

▼
入
場
無
料
・
託
児
あ
り

■
問
い
合
わ
せ　

平
石　

TEL
　

24
　

７
７
９
７

　
『
ち
く
せ
い
市
民
講
師
』
の
登
録
制
度
を

新
た
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
生

涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
意
欲
を
お
持

ち
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
旧
下
館
市
の
『
生
涯
学
習
わ
く
わ
く
市
民

講
師
』
及
び
旧
関
城
町
『
梨
の
里
町
民
講
師
』

に
登
録
し
て
い
る
人
は
、
応
募
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
応
募
の
方
法
＝
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
、
各
支
所
教
育
委
員
会
分
室
及
び
各
公
民

館
に
配
置
し
て
あ
る
申
請
書
に
記
入
し
、
３

月
15
日
（
水
）
ま
で
に
各
窓
口
へ　

▼
分
野

＝
一
般
教
養
、
家
庭
生
活
、
趣
味
、
お
け
い
こ

ご
と
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

TEL
　

22
　

０
１
８
２

▼
期
間
＝
平
成
18
年
５
月
〜
平
成
20
年
２
月

の
毎
月
第
３
土
曜
日
・
計
60
回
▼　

会
場
＝
県

総
合
福
祉
会
館
・
筑
波
技
術
大
学　

▼
受
講

対
象
者
＝
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
受
講
試
験

合
格
者　

▼
募
集
人
員
＝
各
会
場
20
人　

▼

費
用
＝
資
料
代
１
万
円
程
度　
【
試
験
日
・
会

場
】
▼
日
時
＝
４
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

▼
会
場
＝
県
立
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
又

は
筑
波
大
学　

▼
応
募
締
切
＝
３
月
31
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

茨
城
県
立
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

０
２
９
　

２
４
８
　

０
０
２
９

▼
対
象
＝
市
内
在
住
か
在
勤
者
で
構
成
す
る

チ
ー
ム　

▼
チ
ー
ム
＝
①
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
（
家
庭
婦
人
）　

②
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

　

堀
江　

TEL
　

28
　

４
４
２
１

▼
講
座
＝
①
陶
芸
・
募
集
40
人　

②
籐
（
竹
）

細
工
・
募
集
30
人　

③
革
工
芸
・
募
集
40
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選　

▼
対
象
＝

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人　

▼
場
所
＝
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
開
催
期
間
＝
５
月

〜
平
成
19
年
３
月
初
旬　

約
月
２
回
（
年
21

〜
22
回
）　

▼
費
用
＝
無
料
（
材
料
費
等
実

費
負
担
あ
り
）　

▼
申
込
期
間
＝
３
月
８
日

（
水
）
〜
15
日
（
水
）
ま
で
（
土
・
日
曜
日

▼
日
時
＝
３
月
29
日（
水
）〜
４
月
２
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
４

時
ま
で
）　

▼
場
所
＝
下
妻
小
友
幼
稚
園（
下

妻
市
乙
２
６
９　

TEL
　

44
　

２
８
１
０
）　

▼
主

催
＝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
『
お
っ
こ
の
室
』
を
支
え

る
会
代
表　

武
井
希
介

■
問
い
合
わ
せ

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
『
お
っ
こ
の
室
』

　

TEL
　

22
　

５
５
０
０

▼
日
時
＝
３
月
18
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
め
が
ね
う
さ
ぎ
』
紙
芝
居

『
み
ん
な
リ
ボ
ン
』
他

■
問
い
合
わ
せ

　

野
ば
ら
の
会　

小
薬　

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
日
時
＝
３
月
12
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
『
赤
ず
き
ん
』

絵
本
『
た
っ
く
ん
の
じ
て
ん
し
ゃ
』
そ
の
他

折
り
紙
あ
そ
び

■
問
い
合
わ
せ　

読
み
聞
か
せ
『
あ
す
な
ろ

　

の
会
』　　

中
金　

TEL
　

25
　

０
０
２
８

　

＝
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ
＝

▼
日
時
＝
３
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３

時　

▼
場
所
＝
関
本
公
民
館　

▼
内
容
＝
絵

本
朗
読
『
は
る
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
』『
け
ん
か

の
き
も
ち
』　

紙
芝
居
『
し
ず
く
の
ぼ
う
け

ん
』『
ニ
ャ
ー
ゴ
』

■
問
い
合
わ
せ　

　

関
本
公
民
館　

TEL
　

37
　

６
６
２
６

▼
日
時
＝
３
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

▼
内
容
＝
絵
本
の
朗
読
や
紙
芝
居
、
歌
な
ど

楽
し
い
お
話
を
た
く
さ
ん
し
ま
す
。

絵
本
朗
読
『
あ
い
う
え
お
ち
あ
い
く
ん
』『
た

ま
ご
の
あ
か
ち
ゃ
ん
』　

歌
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　
　

読
み
聞
か
せ
の
会

　

て
る
て
姫　

飯
山　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
３
月
23
日
（
木
）　

午
前
10
時
30

分
〜　

▼
場
所
＝
い
ず
み
保
育
園　

▼
対
象

＝
０
歳
〜
４
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者　

▼

テ
ー
マ
＝
こ
ん
に
ち
は　

▼
内
容
＝
絵
本

『
げ
ん
き
に
あ
い
さ
つ
』『
お
は
よ
う
』

■
問
い
合
わ
せ　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　

栗
原　

TEL
　

24
　

８
０
７
０

▼
生
き
る
た
め
の
死
に
方
＝
新
潮
45
編　

90

分
５
本　

60
分
１
本　

▼
や
つ
あ
た
り
文
化

論
＝
筒
井
康
隆　

90
分
５
本　

60
分
１
本　

▼
日
本
語　

表
と
裏
＝
森
本
哲
郎　

90
分
４

本　

▼
祖
国
と
は　

国
語
＝
藤
原
正
彦　

90

分
３
本　

60
分
１
本　

▼
ほ
と
け
の
心
は
妻

ご
こ
ろ
＝
田
辺
聖
子　

90
分
４
本　

▼
対
象

読
み
聞
か
せ
（
中
央
図
書
館
）

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

読
み
聞
か
せ
（
関
本
公
民
館
）

え
ほ
ん
と
ふ
れ
あ
い
会

読
み
が
た
り

ス
コ
ー
レ
母
親
講
座

朗
読
テ
ー
プ

ち
く
せ
い
市
民
講
師

生
き
が
い
と
創
造
の
事
業
講
座

お
っ
こ
の
ふ
る
さ
と
作
品
展

茨
城
県
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
チ
ー
ム
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を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

▼
受
付

場
所
＝
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
た

だ
し
、
３
月
８
日
（
水
）
午
前
10
時
以
降
は

高
齢
福
祉
課
12
番
窓
口
へ

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課

　

い
き
が
い
支
援
係　

内
線
２
１
８

▼
日
程
・
テ
ー
マ
＝
①
４
月
12
日
（
水
）
風

船　

だ
い
す
き　

②
４
月
19
日
（
水
）
親
子

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び　

③
４
月
26
日
（
水
）
こ

ど
も
の
日
の
飾
り
を
つ
く
ろ
う　

▼
時
間
＝

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼
募
集
人
員

＝
先
着
各
30
組　

▼
費
用
＝
無
料
▼
申
し
込

み
＝
３
月
16
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
電
話
ま

た
は
直
接
、
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

＊
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の

は
、
市
内
在
住
の
０
歳
〜
６
歳
ま
で
の
未
就

園
の
子
ど
も
と
保
護
者
で
す
。
※
初
め
て
の

人
は
、
利
用
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
持
参
）

■
問
い
合
わ
せ

　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

▼
講
座
内
容
＝
①
月
１
回
撮
影
指
導
及
び
作

品
研
究　

②
年
２
回
撮
影
旅
行　

▼
会
費
＝

年
会
費
１
０
，０
０
０
円　

▼
申
込
期
限
＝

３
月
31
日
（
金
）
ま
で　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

長
谷
川　

TEL
　

24
　

６
６
８
８

　

法
律
・
人
権
・
行
政
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
人

【
法
律
相
談
】
▼
日
時
＝
３
月
23
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
３
時　

▼
場
所
＝
市
民
会
館
１

階
会
議
室　

▼
相
談
人
数
＝
先
着
８
人　

▼

相
談
員
＝
弁
護
士　

▼
申
し
込
み
＝
事
前
予

約
要
。
３
月
13
日
（
月
）
の
午
前
９
時
か
ら

市
広
報
広
聴
課
広
聴
係
へ
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。【
人
権
相
談
】
▼
日
時
・
会
場

＝
３
月
６
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
正
午　

明

野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
３
月
23
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
３
時　

市
民
会
館
１
階
会
議
室

▼
相
談
員
＝
人
権
擁
護
委
員
（
法
務
大
臣
委

嘱
）【
行
政
相
談
】
▼
日
時
・
会
場
＝
３
月

６
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
正
午　

明
野
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
／
３
月
23
日
（
木
）
午
後
１

時
〜
３
時　

市
民
会
館
１
階
会
議
室　

▼
相

談
員
＝
行
政
相
談
委
員
（
総
務
大
臣
委
嘱
）

＊
人
権
・
行
政
相
談
の
事
前
申
し
込
み
不
要
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
広
報
広
聴
課
広
聴
係

　

内
線　

２
０
０
・
２
０
１

▼
日
時
＝
３
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
（
受
付
11
時
ま
で
）
▼
場
所
＝
ア

ル
テ
リ
オ
２
階
会
議
室　

▼
相
談
項
目
＝
法

律
・
医
療
健
康
・
税
務
・
建
築
・
金
融
投
資
・

教
育
・
不
動
産
行
政
手
続
き　

▼
相
談
員
＝

弁
護
士
、
各
課
専
門
医
師
、
公
認
会
計
士
、

一
級
建
築
士
、
金
融
関
係
者
、
教
育
関
係
者
、

不
動
産
鑑
定
士　

▼
秘
密
厳
守
無
料　

▼
主

催
＝
下
館
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

■
問
い
合
わ
せ　

下
館
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

横
山　

TEL
　

28
　

０
７
５
６

▼
日
時
＝
３
月
16
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時　

▼
会
場
＝
ア
ル
テ
リ
オ
１
階
集
会

室
▼
演
題
＝
た
ば
こ
の
な
い
世
界
を
目
指
し

て
▼
講
師
＝
①
平
間
病
院
・
平
間
敬
文
院
長

　

②
セ
ナ
ミ
学
院
・
広
瀬
陽
一
校
長　

③
渡

辺
歯
科
医
院　

渡
辺
進
院
長　

▼
主
催
＝
下

館
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
、
同
卸
商

業
部
会　

▼
入
場
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

下
館
商
工
会
議
所　

TEL
　

22
　

４
５
９
６

▼
期
日
＝
３
月
19
日
（
日
）　

午
後
１
時
30

分
受
付　

講
演
＝
午
後
２
時
〜
４
時　

▼
対

象
者
＝
健
康
診
査
の
結
果
、
肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ

25
以
上
）、
高
血
糖
・
高
脂
血
症
等
の
所
見

及
び
健
康
に
関
心
の
あ
る
人　

▼
参
加
費
無

料　
▼
申
し
込
み
＝
３
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
明

野
保
健
セン
タ
ー　
（
TEL
　

52
　

５
２
５
２
）へ

▼
日
時
＝
３
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時　

▼
場
所
＝
協
和
中
央
病
院
講
堂　

▼
内
容
＝
『
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』

▼
講
師
＝
茨
城
県
健
康
プ
ラ
ザ
・
太
田
仁
史

先
生　

▼
対
象
者
＝
県
西
地
区
在
住
の
人　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
主
催
＝
協
和
中
央
病
院

▼
申
し
込
み
＝
協
和
中
央
病
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科　
（
TEL
　

57
　

７
２
２
１
）
へ　

　

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

４
月
企
画
あ
そ
び
参
加
者
募
集

写
真
講
座
『
Ｄ
Ａ
Ｎ
』
会
員
募
集

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

よ
ろ
ず
相
談

下
館
商
工
会
議
所
卸
商
業
部
会

『
健
康
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
』

第
１
回
地
域
リ
ハ
ビ
リ
講
演
会

内
蔵
脂
肪
型
肥
満
予
防
講
演
会

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）



編

集

後

記

狂
言 

苞つ

と

山や

ま

伏ぶ

し

能　

 

天て

ん

鼓こ

子
ど
も
た
ち
に
よ
る

小
舞　

 

柳や
な
ぎ

の
下し

た

小
舞　

 

暁
あ
か
つ
き

狂
言　

 

附ぶ

子す

舞
囃
子 

羽は

衣ご
ろ
も

主
催
／
明
野
薪
能
実
行
委
員
会

後
援
／
筑
西
市
・
筑
西
市
教
育
委
員
会

【
明
野
公
民
館
中
央
公
園
特
設
舞
台
】

http://w
w
w
3.ocn.ne.jp/̃akeno

‐no/

問
い
合
わ
せ　

明
野
公
民
館
TEL
（
52
）５
３
３
３ 

月
曜
休
館

第
13
回
公
演

平
成
18
年
４
月
８
日
（
土
）
午
後
５
時
始

桃の花。３月３日のひな祭りには、ひなあられ
菱餅、白酒などと一緒にひな壇に飾ります。

　

昭
和
24
年
、
法
隆
寺
金
堂
が
焼
失
。

こ
れ
を
受
け
て
文
化
財
防
火
デ
ー
が

定
め
ら
れ
、
こ
の
日
に
あ
わ
せ
て
全

国
で
、
文
化
財
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
、
筑
西
市
の
訓
練

会
場
と
な
っ
た
の
は
、
中
舘
に
あ
る

観
音
寺
。
前
日
か
ら
降
っ
た
雪
が
積

も
る
本
堂
に
向
け
て
放
水
が
行
わ
れ
、

地
域
住
民
も
参
加
し
て
、
消
火
器
に

よ
る
消
火
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。
文
化
財
は
地
域
の
財
産
、
み
な

さ
ん
も
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。（
∞
）

　

昔
の
針
仕
事
は
、
女
性
に
と
っ
て

の
重
要
な
仕
事
。
そ
れ
ゆ
え
１
年
間

使
っ
た
古
い
針
な
ど
を
、
普
段
固
い

も
の
ば
か
り
に
刺
し
て
い
る
か
ら
柔

ら
か
い
こ
ん
に
ゃ
く
や
豆
腐
に
刺
し

て
休
ま
せ
て
あ
げ
、
裁
縫
の
上
達
を

祈
っ
た
の
が
針
供
養
。
今
で
は
、
日

ご
ろ
裁
縫
に
た
ず
さ
わ
る
女
性
が
少

な
く
な
っ
た
が
、
妻
か
ら
夫
へ
、
母

か
ら
子
へ
、
そ
し
て
恋
人
へ
、
一
針

一
針
に
込
め
ら
れ
た
想
い
に
変
わ
り

は
な
い
と
思
っ
た
。　
　
　
　
（
も
）

人口＝男 55,621 人　女 56,715 人　計 112,336 人　世帯数＝ 34,581 世帯（平成 18 年 2月１日現在・常住人口）
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